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平成 28 年第 2 回評議員会議事概要 

 

日時：平成 28 年 7 月 2 日（土） 13：00−16：50 

場所：東京工業大学 キャンパスイノベーションセンター・2 階 多目的室 2 

出席者※：雨宮慶幸 a，五十嵐教之 a，井上 豪 a，植草秀裕 a，海野昌喜 a，大原高志（広報幹

事），奥部真樹 a（庶務幹事），尾関智二 a（監査役）， 栗栖源嗣 a（男女共同参画推進幹事），

久保田佳基（情報幹事），佐々木 聡 a（会長），清水敏之 a, 菅原洋子 a，杉山和正 a（行事

幹事），関根あき子 a，千田俊哉 a，玉田太郎 a，禾 晃和 a（会計幹事），宮原郁子 a，森 茂

生（編集幹事） 

委任状出席者※：上村みどり a
, 神谷信夫 a

, 熊坂 崇 a
, 坂田修身 a

, 鳥海幸四郎 a
, 中川敦

史 a
, 樋口芳樹 a

, 三木邦夫 a
,  姚 閔 a

, 山縣ゆり子 a
, 山本雅貴 a  

欠席者※：高田昌樹 a
, 吉朝 朗 a

 （以上，五十音順） 

オブザーバー：神山 崇 

定数 30：出席 17，委任状出席 11 

※平成 28 年度評議員は aで表記 

 

議事 

報告事項 

1 幹事報告 

1.1 庶務幹事報告（奥部庶務幹事） 

平成 28 年 3 月 25 日から平成 28 年 6 月 21 日までの会員の異動状況が報告された．平成

28 年 6 月 21 日現在，会員数が 1224 名（個人会員 1206 名, 賛助会員 18 社）である．学会

共催等依頼について，協賛依頼 5 件であると報告された．  

1.2 会計幹事報告（禾会計幹事） 

平成 27 年度の学会一般会計及び特別会計の決算案が報告された． 尾関智二，三木邦

夫両監査役の立ち会いの下，平成 27 年度会計の会計監査が行われ，適正な運用であったこ

とが報告された．また，平成 19 年度以降の学会会計の推移と分析結果が報告された．会長

からも学会会計の現状について補足説明がなされた． 

1.3 編集幹事報告（森編集幹事） 

会誌の発行状況が報告された．また，記事の編集方針について，編集委員会で議論中で

あることが報告された．さらに，会誌の将来のあり方 WG（メンバー：神山 崇，菅原洋子，

杉山和正，植草秀裕，禾晃和，五十嵐教之）の神山委員長より，WG での議論状況につい

て報告された． 

1.4 行事幹事報告（杉山行事幹事） 

「第 1 回対称性・群論アドバンストトレーニングコース」（平成 28 年 8 月 1−5 日，高エ

ネルギー加速器研究機構つくばキャンパス）の開催計画が報告された．平成 28 年度年会（茨

城県立県民文化センター，平成 28 年 11 月 17−18 日）に関し，評議員の玉田実行委員長よ

り準備状況について報告された． 引き続き，杉山行事幹事より，平成 29 年度年会(広島市
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文化財団アステールプラザ，平成 29 年 11 月 23−24 日)の概要が報告された．また，年会ポ

スター賞の副賞をメダルにする提案が出され，デザイン等の検討状況が報告された．  

1.5 情報幹事報告（久保田情報幹事） 

学会 HP の定常的な更新作業に加え，各ページのタイトルを「一般社団法人 日本結晶

学会」に順次変更中であること，クリスタリット(web 版)の索引がすでに運用されている

ことが報告された．また，CrSJ サーバーのレンタル契約(ファーストサーバ株式会社)の更

新完了と IYCr サーバーの契約終了が報告された． 

1.6 広報幹事報告（大原広報幹事） 

会員へのメール配信の投稿実績について報告された．5 月 15 日配信分に掲載された熊本

地震に関するお見舞メッセージについて補足説明があった． 

1.7 男女共同参画推進幹事報告（栗栖男女共同参画推進幹事） 

男女共同参画学協会連絡会の分担金支払い及び運営委員会参加状況について報告された．

また，学術集会における演題発表者等の属性調査への対応や水戸年会での企画について，

現在審議中であることが報告された． 

2 AsCA 関係 

AsCA評議員の栗栖男女共同参画推進幹事より，AsCA2016 (Hanoi,平成 28年 12月 4-7日)

の主要な日程が報告された. また， IUCr2017 (Hyderabad 平成 29 年 8 月 21-18 日)につい

て，AsCA 評議員宛に資料の送付があり，積極的参加の要請があったことが報告された．  

3 日本学術会議関係 

佐々木会長より日本学術会議第三部理学・工学系学協会連絡協議会（平成 28 年 6 月 24

日）の参加報告がなされた． 

4 IUCr 関係 

日本学術会議 IUCr 分科会の菅原評議員より，19 全ての IUCr Commissions に委員候補の

推薦を行ったこと、また、会長、副会長、理事候補各 1 名の推薦を行ったことが報告され

た． 

5 その他 

奥部庶務幹事より，平成 28 年度の会長・評議員選挙に関し，候補者推薦の依頼があった． 

 

審議事項 

1. 会員異動 

平成 28 年度第 1 回評議員会以降の新規入会者の紹介，入会申込書の回覧があり，全員

の入会が承認された． 

2. 共催・協賛・後援 

共催等依頼について別紙記載の協賛 5 件が承認された． 

3. 細則改正と規程の新設について 

年会に関する細則の一部改正と規程の新設案が提案され，以下が承認された． 

1）細則の改正 

細則第 3 章第 6 条の最後に，「年会の企画・運営は，年会ごとに開催地を中心に実行委員会を
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組織し，これにあたる．」を追加する． 

2）規程の新設 

年会開催規程ならびに年会ポスター賞規程を新設する． 

4. 規程の改正・制定について 

 法人化移行の中で，定款と細則までしか制定されていなかったことから，新たに一般社

団法人日本結晶学会規程を制定することが提案された．従来の日本結晶学会規定を踏襲する

形で内容を現状に合わせた上で，字句等の修正を行ない，これを一般社団法人日本結晶学会

規程として制定することが承認された．これにより，上記第 3 項で新設した 2 規程と合わせ，

全部で以下の 11 規程となった． 

会員ならびに会費に関する規程，編集委員会規程，行事委員会規程，広報委員会規程， 

情報委員会規程，ホームページ規程，男女共同参画推進委員会規程，学会賞規程， 

学会賞選考委員会規程，年会開催規程，年会ポスター賞規程． 

5. 学会賞 

 平成 28 年度学会賞選考委員会の答申を受け，佐々木会長より授賞候補者として以下の 3 件が

推薦され，承認された．各賞の受賞者，受賞題目は以下のとおりである． 

西川賞： 神谷信夫会員（大阪市立大学理学研究科） 

    沈建仁氏（岡山大学自然科学研究科）（共同受賞１件） 

「放射光 X 線結晶構造解析による光合成・光化学系 II の水分解・酸素発生機構の解明」 

学術賞： 久保田佳基会員（大阪府立大学理学系研究科） 

  「放射光粉末結晶構造解析法を用いた多孔性配位高分子のガス吸着現象の構造科学的解明」 

学術賞： 栗栖源嗣会員（大阪大学蛋白質研究所） 

「生体エネルギー変換に関わる生体超分子複合体の構造研究」 

進歩賞：（応募なし） 

 

なお，学会賞選考委員会は以下の会員で構成された．雨宮慶幸（東京大学，委員長），菅原洋

子（北里大学），月原冨武（兵庫県立大学），鳥海幸四郎（兵庫県立大学） 

6. 名誉会員推戴 

佐々木会長より, 入戸野修会員及び野田幸男会員を名誉会員に推戴する提案があり，満場

一致で評議員会から会員総会に推薦することとした． 

7. 平成 27 年度決算 

   平成 27 年度決算が承認された． 

8. 運営経費削減について 

学会会計が厳しい現状を受けて，幹事会から以下の提案があり，承認された． 

(1) 学会誌の会告は青色紙を用いることを止め，会報欄の前に 2 段組みで黄色紙を用いて

掲載する．学会誌の発行部数をギリギリまで抑え込む． 

(2) 運営経費削減については，別紙資料掲載の案を幹事会の判断で行う． 

   なお，運営経費削減について，会長より各委員会及び評議員に対し，削減案の提案など全

面的な協力が要請された． 
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9. 年会ポスター賞 

杉山行事幹事より提案された，年会ポスター賞の副賞を現金からメダルに変更する案，及

びそのデザイン案が承認された． 

10. 熊本地震復興支援案 

熊本地震で被災した学生の年会費一年分及び本年度の年会参加登録費を無料とする案が提

出され，承認された． 

11. 議事録の学会誌掲載様式について 

平成 28 年度第 2 回評議員会以降の議事報告については，学会誌に議事概要のみを掲載し，

記名押印された議事録の原本は事務局で保管することが，承認された． 

12. 次回評議員会日程 

次回（平成 28 年度第 3 回）幹事会・評議員会の日程と会場について，下記の開催案が

提案された． 

日時：平成 28 年 11 月 16 日（水）幹事会 13:00 – 16:00 

                             評議員会 16:00 – 18:00 

場所：茨城県立県民文化センター会議室 

以上 

 


